
 
 

 

 

 

 

 

 

労働災害の死亡者数が増加し、県内で最多 

― 労災による死傷者数は３年連続で減少 ― 

 

多治見労働基準監督署（ 署長：大谷 徹 ）は、平成28年（１～12月）に管内（多

治見市、土岐市、瑞浪市、可児市、御嵩町）で発生した休業４日以上の労働災害件数

をとりまとめました。 

 

① 労働災害による死傷者数は３年連続の減少。 

前年の320名から306名と14名（4.4％）の減少となった。 

② 一方、死亡者数は前年の０名から５名と大きく増加し、岐阜労働局内の監督 

署で最多となった。 

③ 事故の型として、「転倒」、「墜落転落」、「はさまれ・巻き込まれ」が多く、 

約６割を占める。 

 

⑴ 平成28年に多治見署管内で発生した労働災害の死傷者数は306名と前年の320

名から14名（4.4％）の減少となり、３年連続の減少となった。 

⑵ 一方、死亡者数は０名から５名と大きく増加し、岐阜労働局管内の監督署では最

多となった。死亡災害が大きく増加した原因は不明であるが、現場責任者やベテラ

ン作業員で発生していることから、危険性に対する認識の低下がうかがわれる。 

⑶ 死傷者数を産業別にみると、製造業114名（前年と比べて15名（11.6％）減少）、

建設業36名（同０名）、運送業（同６名（21.4％）減少）と従前からの災害多発業

種でおおむね減少したものの、小売業（同13名（46.4％）増加）、社会福祉施設（同

10名（90.9％）増加）などの第三次産業で増加した。 

⑷ 機械への「はさまれ・巻き込まれ」災害が目立ち、死亡災害が発生したほか、手

腕の切断などの重篤な災害が発生している。 

⑸ これらのことから、今年度は、① 製造業での「はさまれ・巻き込まれ」災害防止

のほか、② 第三次産業における労働災害防止に重点を置き指導を行う。 
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